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目的　 近年 合成ピ レスロ イド系 殺虫 剤が羊毛 害虫 防除に適用さ れるようになった。 各種ピ レスロ イドを 検討し

効果 のみら れたFenpr。pathrin,d-Cyphenothrin について、 基礎的資料を 得るために前回 は羊毛 布の防虫加工処

理法な どについて、 イガ（Tinea pellionella ）幼虫を 用いて その効果を 判定し た。し かし、カ ツオブシムシ順
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には食 害抑制 効果か大 きく　殺虫力は小さ かったので、 今回 はカ ツオブシムシ類に対 するピレ スロ イド の効力を

検討し た。

方 法　用い たピレ スロ イド はPerrnethrin,Fenpropathrin,d-Cyfenothrin で羊毛 布に0.03.   0.06％（o,*,f ）ii

度で加工し、 常法で 食害試験を 行った。 さらにヒメカ ツオブシムシ（Attagenus unicolor japonioa ）ヒ メマルカー－ 一 一

ツオブ シムシ（A  nthrenus verbasoi ）幼虫について 浸漁法によって殺虫力の検討も行なった。
一 一

結果　 食害試験 の結果 からヒメカ ツオブシムシに対 しては各ピ レスロイドとも食害抑制効果が大きく、 ９週間

後で も食害率はコントロ ールの5  % 以 下に抑 えられた。 しかし、 ヒメマルカツオブシムシでは0.06 ％加工でも食

害抑 制効果 は認めら れなかった。ヒメ マルカ ツオブ シムシ、ヒメカ ツオブシムシとも９週間の食害試験後も死虫

はみられず、 殺虫力 は認められなかっだ。 浸漬法による殺虫試験効巣では、d-Cyphenothrin の殺虫力が大 きく供

試虫で はヒメカツ オブシムシの薬剤抵抗性が最も大きかった。

L Ds ， （ μs ／体重m  g ）

イ　ガ ヒ メ マ ル カ ツ オ ブ シ ム シ ヒ メ カ ツ オ ブ シ ム シ

Permethrin １ 13 ．1 18  7.3 5 6 5  4.5

Feiipropathrin 16  9.3 2 16 ．7 4 5 9  7.1

d-Cyphenothrin 4 2.1 4 3.6 2 8 4 5.8
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